
資料 3-2

イミベン平ナゾール (案 )

今般の残留基準値の検討については、食品中の農薬等のポジティブリス ト制度導入時に

新たに設定された基準値 (いわゆる暫定基準)の見直しについて食品安全委員会において

食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、

以下の報告をとりまとめるものである。

1.概要
(1)品 目名 :イ ミベンコナゾール [ImibencOnazole(ISO)]

(2)用途 :殺菌斉J

トリアゾール系殺菌斉」である。糸状菌の細胞膜の膜構造を維持しているエルゴステ

ロールの生合成過程に作用 し、菌の生育を阻止する。

(3)化学名 :

4-chlorobenzyl ハみ(2,4-dich10rOphenyl)-2-(1五
「
1,2,4‐ triaZ01-1-yl)

thiOacetimidate (IUPAC)

(4-chlorophenzyl)methyl ハみ(2,4-dichlorophenyl)-1五 ■1,2,4-triazole-1-

ёthanimidothioate (CAS)

(4)構造式及び物性

分子式

分子量

水溶解度

分配係数

(メ ーカー提出資料より)

C17H13C13N4S

411.7

1:7 mg/L(20℃ )
logloPow=4.94(23± 19C)
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2.適用の範囲及び使用方法
本薬の適用の範囲及び使用方法は以下のとお り。

(1)15.0%イ ミベンコナゾール水和剤

作物名
適用

病害虫名
希釈倍数 使用液量 使用時期

本 剤 の

使用回数

使

用

方

法

イミベンコナゾール

を含む農薬の

総使用回数

かんきつ そうか病

2000-

3000有努

200´V700

L/10a

収穫 30日

前まで

3回以内

散

布

3回以内

りんご

黒星病

収穫 21日

前まで

赤星病

うどんこ病

すす点病

2000倍すす斑病

斑点落葉病

な し
黒星病 3000-

4000蕉キ赤星病

もも 黒星病
1000-

20004吉

展葉期～

硬核期

ぶどう

黒とう病 2000^V

3000倍 収穫 21日

前まで

ぅどんこ病

へ
゜
スタロチア

つる枯病
2000看軒

200-300

L/10a

うめ 黒星病
1000-

2000蕉多 200-700

L/10a

収穫 45日

前まで

あんず 灰星病 1000倍
収穫 7日 前

|まで
2回以内 2回以内

すいか
うどんこ病

1000-

2000有彗
150´V300

L/10a

収穫前日

まで
4回以内 4回以内

メロン 10004軒

らつかせい 褐斑病
500´V

1000倍

100-300

L/10a

収穫 14日

前まで
3回以内 3回以内

茶

炭疸病
1000-

2000浩書

200-400

L/10a

摘採 14日

前まで
2回以内 2回以内もち病

褐色円星病
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(2)3.0%イ ミベンコナゾール・65.0%マ ンゼブ水和剤

作物名
適用

病害虫名

希釈

倍数
使用液量 使用時期

本剤 の

使用

回数

使用

方法

イミベンコナゾ

ールを含む農薬

の総使用回数

りんご

斑点落葉病

黒点病

黒星病

モニリア病

うどんこ病

すす点病

すす斑病

600倍

200′
‐V700

L/10a

収穫 60日

前まで

3回以内

散布

3回以内
みかん

そうか病

黒点病

ミカンサビダ三

収穫 30日

前まで

灰色かび病

開花期

(収穫 30日

前まで)

かんきつ

(みかん

を除く)

そうか病

黒点病

ミカンサビダ̀

収穫 90日

前まで

灰色かび病

開花期

(収穫 90日

前まで)

すいか

炭疸病

うどんこ病 150-300

L/10a

収穫 7日 前

まで
4回以内 4回以内

うる枯病
メロン
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(3)30.0%イ ミベンコナゾール水和剤

作物名
適用

病害虫名

希釈

倍数
使用液量 使 用 時期

本 剤 の

使用

回数

使用

方法

イミベンコナゾール

を含む農薬の

総使用回数

りんご

黒星病

赤星病

うどんこ病

4000-

6000喬軒

200-700

L/10a

収穫 21日

前まで
3回以内

散布

3回以内

な し
黒星病

赤星病

6000-

8000有彗

ぶどう

うどんこ病

黒とう病

さび病
4000-

6000冶警

かんきう そうか病
収穫 30日

前まで

あんず 灰星病 2000倍
収穫 7日

前まで
2回以内 2回以内

もも

黒星病 4000有与

展葉期

～硬核期
3回以内 3回以内

うめ
収穫 45日

前まで

だいず 紫斑病

24蕉多
800

mL/10a

収穫 30日

前まで
2回以内

無人

′ヽ リ

コ プ

ター

に

よる

散布

2回以内48倍 116L/10a

3000有幹
150-300

L/10a
散布

すいか うどんこ病 20004警
250-

300L/10a

収 穫 前 日

まで
4回以内 4回以内

(4)0。 75%イ ミベンコナゾール粉斉J

作物名
適用

病害虫名
使用量 使 用 時期

本 剤 の

使用回数

使用方

法

イミベンコナゾール

を含む農薬の

:総
使用回数

だいず 紫斑病
3-4

kg/10a

収穫 30日 前

まで
2回以内 散布 2回以内
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(5)0.75%イ ミベンコナゾール・0.5%エ トフェンプロックス粉剤

作物名 適用病害虫名 使用量 使 用 時 期
本 剤 の

使用回数

使用

方法

イミベンコナゾー

ルを含む農薬の

総使用回数

だいず
紫斑病

3-4

kg/10a
収穫 30日 前

まで
2回以内 散布 2回以内

カメムシ類 4kg/10a

3.作物残留試験
(1)分析の概要
① 分析対象の化合物

・ イミベンコナゾール

・ 2,4-ジクロ■=2-(1ル 1,2,4-ト リアゾールニ1-イ ル)アセ トアニリド

(代謝物 S3)

・ 2,4-ジクロロアニリン (代謝物 S10)

・ ルグルコシルー2,4-ジ クロロアニリン (代謝物 S15)           ｀

。 (Rの -6-ク ロロー2-[4-ク ロローα―(1ル1,2,4-ト リアゾ‐ルー1-イル)フ ェネチル]

ベンゾチアゾール (代謝物 S51)

・ 2',4'―ジク■ロー3-(4-ク ロロフェニル)-2-(1ル 1,2,4-ト リアゾールー1ニイル)プ

ロピオンアニリド
｀
(代謝物 S52)

● 4-ク ロロベンジルメチルスルホキシ ド (代謝物 S32)

NI―

:一

CH2~N槻

【代謝物
３

　

１

Ｓ

　

Ｃ

NH‐ Glu

【代謝物 S15】
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N     N

M 似
CH2

S51】

【代謝物 S52】

cH2socH3

【代謝物 S32】

② 分析法の概要

・イミベンコナゾール及び代謝物 S3

試料に炭酸水素ナ トリウム水溶液を加えて磨砕するし磨砕試料からメタノール

で抽出後、ジクロロメタンに転溶する。フロリジル及び逆相 (C-18)カ ラム(■部

試料では更にシリカグルカラ

^)で

精製し、窒素・リン検出器付きガスクロァト

グラフで測定する。

・代謝物 S10(代訪寸物 S15を含む)‐
試料に炭酸水素ナトリウム水溶液を加えて磨砕する。磨砕試料からメタノール

で抽出後、ジクロロメタンに転溶する。水層に塩酸を加えて加水分解した後、ジ

クロロメタンで抽出、全ジクロロメタンを合わせ、フロリジルミニカラムで精製

し、窒素・リン検出器付きガスクロマトグラフで測定する。

1代謝物 S51及び代謝物 S52

試料に炭酸水素ナトリウム水溶液を添カロさせた後、アセトンで抽出し、ジクロ

ロメタシに転溶する。アロリジル、C18及びシリカゲルカートリッジカラムで精製

し、高速液体クロマトグラフ (紫外吸収)を用いて測定する。
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・代謝物 S32

試料をメタノールで抽出し
。濃縮後、水を加えて n一ヘキサン洗浄する。残水

層からジクロロメタンで抽出し、シリカカマ トリッジカラムで精製後、電子補獲

検出器 (ECD)付 きガスクロマ トグラフで測定する。

定量限界 :

:イ ミベンコナゾール :0.004～ 0.05 ppm          .
・代謝物 S3:0.006～ 0.02 ppm

・代謝物 S10(代訪寸物 S15を含む):0.03～ 0.01l ppm

・代謝物 S51:o.004 ppm

l代謝物 S52:0.004～ 0.01 ppm

・十ヽ該寸物 S32:0.004 ppm

(2)作物残留試験結果
国内で実施された作物残留試験の結果の概要については、別紙 1にまとめた。

4.ADIの 評価
食品安全基本法 (平成 15年法律第48号)第 24条第 1項第 1号の規定に基づき、
平成 19年 3月 5日 付け厚生労働省発食安第0305007号 により食品安全委員会あ
て意見を求めたイミベンコナゾールに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評

価されている。

無毒性量 :0.984 mg/k蒼 体重/day(発がん性は認められなかった。)

(動物種)     マウス
(投与方法)    混餌
(試験の種類)   発がん性試験
(期間)     18ヵ 月

安全係数 :100

ADI:0.0098 mg/kg体重/day

5.諸外国における状況
JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。
米国、カナダ、欧州連合 (EU)、 オーストラリア及びニュージーランドについて調査し

た結果、いずれの国及び地域においても基準値が設定されていない。
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6.基準値案
(1)残留の規制対象
・イミベンコナゾール

・2,4ニジクロロ
=2-(1ル
1,2,4-ト リアゾールー1-イ ル)アセトアニリド

(代謝物 S3)

02,ケジクロロアニリン (代謝物 S10)及びその抱合体 (代謝物 S15)

一部の作物残留試験において、代謝物 S51、 代謝物 S52、 代謝物 S32についても分析が

なされているが、残留量が微量であつたことから、規制対象をイミベンニナゾール (親

化合物)、 代謝物 S3、 代謝物 S10及び代謝物 S15と設定している。

なお、食品安全委員会によつて作成された食品健康影響評価においては、農産物中の

暴露評価対象物質をイミベンコナゾール (親化合物)、 代謝物 S3及び代謝物 S10と設定

している。        
｀

(2)基準値案
.別紙 2の とおりである。

(3)暴露評価
各食品について基準値案の上限までのイミベンコナゾールが残留していると仮定し

た場合、国民栄養調査結果に基づき試算される、1日 当たり摂取する農薬の量 (理論最大

1日摂取量 (TM⊇ I))のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価
は別紙 3参照。なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工

。調理による残留農薬

の増減が全く無いとの仮定の下におこなつた。

TMD T ,/ AD I (%) E)

国民平均 27。  1

幼小児 (1～6歳 ) 65。  2

妊婦 22. 7

高齢者 (65歳以上 ) 28。  8

注)TMDI試 算は、基準値案×各食品の平均摂取量の総和として計算している。

(4)本剤については、平成 17年 11月 29日 付け厚生労働省告示第499号により、
食品一般の成分規格 7に食品に残留する量の限度 (暫定基準)が定められているが、

今般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。
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(別紙 1)

１
０
１

イミバンコナゾール作物残留試験
二
覧表

農作物
試 験

EE場数

試験条件
最大残留量

注)(ppm)
【イミベンコナ靱 |に朝寸4吻 S3/イt議す4吻 S16+s15/

仕謝物 s月 1/代謝物s5,/代謝物S3,1斉J型 使用量 。使用方法 回勢 経過日数

りんご

(果実)
15%水和剤

2000倍散布
300L/10a ュ回 21,30,45日

Ａ

　

Ｂ

場

場

園

圃

0.05

0,21

E諷場芳A:0.018/0.020/く 0.011/く0.004/く0.004/―

圃場B:0.146/0.044/0.015/く 0.004/0.007/―

りんご
(果実)

15%水和斉J
2000倍散布
500L/10a ュ回 21,33,46日 圃場A:― 圃場A:=/― /―/―/く004/0.011(3回 (46日 )

りんご
(果実)

2 15%水和剤
2000倍散布
300L,θθθι/10a 旦

回 21,30,45日
場

場

圃

圃

0.20

0.41

鳳]場計A: 0.128/0 056/0.011/― /―/―

Eヨ場号B:0.350/0.036/0.020/― /―/―

なし
(果実)

15%水和剤
2000倍散布
300L/10a 旦回

′θ,29,44日 圃場A:0.09(3回 、20日 )(1)

圃場B:0.07

圃場A:0.024/0.052/く 0.011/く0.004/く 0.004/―

日]場易B:0.024/0.030/く 0.011/〈0.004/〈 0.004/―21,30,45日

なし
(果実)

15%水和剤
3000倍散布
500L/10a ュ回 22,30日 圃場計A:一 圃場A:― /■/―/― /く 0.004/く 0.004(3回、22日 )

れ
期

15%水和剤
2000倍散布
300L/10a ュ回

21,30,45日 圃場A:0.08

圃場B:012
圃場A:0.034/0.030/く 0011/― /―/―

圃場B:0.033/0.079/6.011/― /―/―21,31,44日

う
種
ど
粒
ぶ
大

15%水和剤
2000倍散布
300L/10a 旦回

21,30,44日 場

場

圃

圃

く0.03

0.31(3回、18日 )(#)

E諷場語A: く0.004/〈0.006/〈0.011/〈0.004/〈 0.004/―

E]場みB :0.224/0.076/〈 0.011く 0.004/0.008/―ゴあ30,42日

う
種
ど
粒
ぶ
大

2 15%水和剤
2000倍散布
300L/10a ュ回 21,30,44日

Ａ

　

Ｂ

場

場

圃

圃

0.76(3回、

0.31

30日 ) E]場芳A: 0.663/0.073/0.028/● /―/―

E]場語B: 01206/0.097/0.011/― /―/―

ぶどう
(大粒種)

2 15%水和斉1
3000倍散布
300L/10a ユ回 21,30,45日

圃場A:0.43

E]場語B : 0.43

E諷場粛A: 0.387/0,033/く 0.011/く0.004/0.004/―

E]場芳B:0 363/0.058/く 0.011/〈0.004/0.007/―

ぶどう
(大粒種)

2 15%水和斉
3000倍散布
300L/10a 旦回

′θ,29,44日 圃場A:0.46(3回 、20日 )(#)

圃場B:0.32

E]場計A: 0.398/0.044/0.015/― /=/―

Eヨ場芳B : 0.228/0.079/0.015/― /―/―21,28,42日

ぶどう
(小粒種)

2 15%水和斉
2000倍散布
300L/10a 旦回

′θ,29,44日 圃場A:1.24(3回 、20日 )(#)

圃場B:0,77(3回 、19日 )(#)

猥ヨ場計A: 1.04/0.176/0.025/― /―/―

E曇場雰B :0.561/0.195/0:011/― /―/―′′,28,43日

ぶどう
(小粒種)

2 15%水和斉1
2000倍散布
300L/10a 旦回

21,30,45,60
日

圃場A:257
圃場B:1.67

匠コ場計A: 2.06/0.479/0.030/く 0.004/0 010/―

Eヨ場語B: 1.20/0.445/0.028/く 0.004/0.009/―

ぶどう
(小粒種)

3 15%水和剤
2000倍散布
300L/10a ユ回 30,45,60日

圃場A:0.98(3回 、30日 )

圃場B:1.60(3回 、30日 )

圃場C:0.93(3回 、30日 )

圃場号A:0.900/0071/く 0.011/― /く 0.004/く 0004

Eヨ場粛B: 1 17/0.401/0.033/― /〈0.004/〈 0.004

匠]場号C:0.784/0 131/く 0.011/― /く0.004/く 0.004

も
肉
も
果

2 15%水和剤
1000倍散布
400L/10a 旦回 14日

圃場A:016(3回 、14日 )
圃場B:0.03(3回 、14日 )

圃場A:0.016/0131/〈 0011/〈0004/く 0.004/―

E]場語B:〈0.004/0.012/〈 0.011/く0 004/〈 0 004/―

も
皮
も
果

2 15%水和剤
1000倍散布
400L/10a a回 14日

圃場A: 11 5 (3回 、 14日 )

圃場語B:0.36 (3回 、 14日 )

匠]場計A: 10.0/1 20/0.25/0 06/0.21/―

日諷場語B: 0.28/0.05/〈 0.03/0 01/0.03/―



ｌ
一
Ｏ
Ｉ

農作物 謙　同
試験条件

最大残留量
注)(ppm)

各 化合物 の残 留重 tppmリ

【イミベィコ|ゾ
~`巫
岱弔鱈脇認粽瀾斉1型 使用量・使用方法 回効 経過 日数

も
肉
も
果

2 15%水和剤 "θ
倍散布
400L/10a 旦回 14日

圃場 A (3回 、14日 )

圃場B (3回、 14日 )

E]場芳A:0.018/0.173/く 0.011/く 0.004/く0.004/―

Eヨ場語B:〈 0.004/0.046/く 0.011/く 01004/く0.004/―

もも
(果皮)

2 15%水和剤
″θ倍散布
400L/10a 旦回 14日

圃場A:18.8(3回 、14日 )

圃場B:1.50(3回 、14日 )

圃場A:15.8/2.42/0153/0.03/0.17/―

圃場B:1.24/0.23/く 0.03/〈 0.01/0.01/―

もも
(果肉)

2 15%水和剤
1000倍散布
500L/10a 旦回 1,7日 圃場A: Eヨ場計AI―/―/―/―/く0.004/く 0.004

もも
(果肉)

2 15%水和剤
1000倍散布
400L/10a ュ回

21,30,45日 場

場

ヨ

圃

0.24 (3回、 30日 )

0.18(3回、20日 )

Eヨ場矛A:0.005/0.061/0.173/― /―/―

Eヨ場芳B:0 004/0.116/0 061/― /―/―20,30,40日

も
皮
も
果

2 15%水和斉1
1000倍散布
400L/10a 旦回

21,30,45日 E諷場雰A: 6 o0

圃場B:2.36

圃場A:4.58/131/0.71/― /― /―

口]場芳B: 1.57/0.56/0.23/― /―/「20,30,40日

もも
(果肉)

30%水和剤
2000倍散布
400L/10a 旦回 21,28,42日

圃場A:0.12

圃場B:0.08(3回 、42日 )

圃場A:く0.01/0.08/0.03/― /二/―

圃場B:く0.01/0.02/005/― /―/―

もも
(果皮)

30%水和斉1
2000倍散布
400L/10a a回 21,28,42日

圃場A:5.01

圃場B:191

Ａ

　

Ｂ

場

場

圃

圃

4 32/0156/く 0.13/― /―/―

1.57/0.21/0.13/― /―/―

みかん
(果肉)

15%水和斉J
2000倍散布
500L/10a,400L/10a ユ

回 30,45,60日
圃場A

圃場B

E諷場粛A: 0.006/く 0 006/く0.011/く 0.004/く0.004/―

圃場B10.026/〈 0.006/く0,011/く 0.004/く 0.004/―

みかん
(果皮)

15%水和剤
2000倍散布
500L/10a,400L/10a 旦

回 30,45,60日
圃場A:084
圃場B:1.55

圃場A:0.42/0.06/0.36/く 0.01/く 0.01/―

圃場B:1.08/0.27/0.20/0.01/0.02/―

みかん
(果肉)

2 15%水和剤
2000倍散布
500L/10a ュ回 30,45日 圃場A:― Eヨ場芳A:― /―/―/― /く 0,04/〈 0,004

みかん
(果肉)

2 15%水和剤
2000倍散布
400L/10a,300L/10a 旦

回
30,47,60日 口]場所A: 0.03

Eヨ場語B10.03
堀
卵

薗

コ

01012/く0.006/く 0.1011/― /―/―

0.014/く0.006/く0.011/― /―/―30,45,60日

みかん
(果皮)

2 15%水和剤
2000倍散布
400L/10a,300L/10a ュ

回
30,47,60日 Ａ

　

Ｂ

場

場

ヨ

ヨ

0.86

1.07

圃場雰A:0.70/0.03/0.13/― /―/―

E]場号B:0.68/0.09/0.30/― /―/―30,45,60日

なつみかん
(果肉)

2 15%水和剤
2000倍散布
500L/10a,300L/10a 旦

回
30,45,59日 圃場A:0.03

圃場B:0,03

圃場A:0.009/0.006/〈 0.011/― /―/」

Eヨ場語B:0.005/く 0.006/〈0.011/― /―/=           
―

型,45,60日

なつみかん
(果皮)

15%水和剤
2000倍散布
500L/10a,300L/10a 旦

回
30,45,59日 場

場

圃

圃

0.79

0.38

場

場

圃

圃

0.56/0.15/0.08/― /―/―

0.30/0.03/0.05/― /―/―30,45,60日

なつみかん
(果実全体)

2 15%水和剤
2000倍散布
500L/10a,300L/10a 旦

回
30,45,59日 圃場A:0.29

Eヨ場芳B:0.15

圃場易A:0.20/0.06/0.03/― /―/―

[ヨ場語B:0.10/0.02/0.03/― /―/―30,45,60日

なつみかん
(果実全体)

30%水和剤
4000倍散布

400L/10a,θ′δL/10a 旦
回 ′こ 42日

薗場A:0.33(3回 、28日 )(#)

圃場B:0:41(3回 、28日 )(1)

履諷場慇A:0.283/0.024/〈 0.021/― /―/―

E]場語B:0.353/0.038/く 0.021 /― /―/―

ゆず 1員 O′ 琳′I●碁‖
2000倍散布 0「¬

45日 )圃場A:0.10(3回 、 場計A:0.026/く 0.02/0.056/― /―/―



ｌ
“
“
Ｉ

農作物
試 験

IEl場数

試験条件
最大残留量

注)(ppm)
4争イヒ
`()夕

勿61)冴支t`イ週さ (ppm)
【イミバンコナゾール本体/代謝物S3/代謝物S10+S15/

/+ヨ責キル笏ぐ民1/′キヨ1+ル笏Q民 o//■言五十ル笏QQつ ヽ剤型 使用量・使用方法 回数 経過 日数

(呆実 ) 300L/10a 圃場B:0.12(3回 、45日 ) 圃場B:0.028/〈 0.02/0.076/― /―/=

ゆず
(果実)

2 30%水和斉J
40001雪 肩文7F  ‐

θ

“

―

0グ′1/1o= И nn1/1n.
旦回
28,42日 圃場A,0.38(3回 、42日 )(#)

圃場B:0.32(3回 、29日 )(#)

E認場みA:0.258/0.032/0.091/― /― /―

圃場B:0.240/〈 0.013/0.064/― //=29,46日

うめ
(果実)

2 15%水和剤
2000倍散布
300L/10a

3回 `′

日 圃場A:007(3回 、41日 )(#)

圃場B:0.39

場

場

圃

圃

0.022/0,006/0.046/く 0.004/0.004/―

0.276/0.094/0.015/く 0.004/0.004/―45日

うめ
(果実)

2 15%水和剤
2000倍散布
300L/10a 旦回

42,58日 圃場 :ヽ0.16(3回、42日 )(#)

園場B:0.04

E暑場計A: 0.094/0.033/0 036/― /―/―

Eヨ場易B:0 010/0.008/0.020/― /―/―45,60日

うめ
(果実)

2 15%水和斉J
1000倍散布
300L/10a

3回
43日 圃場A:0.67(3回 、 43日 )(#)

園場B:0.07

Eヨ場みA:0.392/0.071/0.211/― /―/―

圃場B:0035/0.020/0.013/― /―/―45日

メロン
(果肉)

2 15%水和剤
1000倍散布
300L/10a 4回 1,3,7日

Ａ

　

Ｂ

場

場

圃

圃

0.09

009(4回 、 3日 )
E]場号A:0.047/0,006/0.036/〈 0.004/く0.004/―

E]場語B:0 008/く 0.006/0.076/く 0 004/く0.004/―

メロン
(果肉)

2 15%水和剤
1000倍散布
200L/10a 4甲 1,3,7日

圃易ヽ:0.20(4回 、 7日 )

圃場B:0.10(4回 、7日 )

Eヨ場みA:0 004/く 0,006/0.193/― /― /―

E]場芳B: く0.004/く0:006/0.089/― /―/―

すいか
(果肉)

2 15%水和剤
1000倍 散布
200L/10a,160-
,001/10,

4回 1,3,7日
圃場A:0.03

圃場B:0.03

Eヨ場みA:0.005/く 0.006/く0.011/く 0.004/く0 004/―

圃場慇B:0.008/〈 0.006/く0.011/く 0.004/〈0,004/―

すいか
(果肉)

2 15%水和剤
1000倍散布
200L/10a 4回 1,3,7日

顔

珈

回

回

0.08(4回、3日 )

0.03

Ａ

　

Ｂ

場

場

圃

圃

0.062/く 0.006/0.011/― /―/―

0.006/0.006/く 0.011/― /―/―

ららかせい

(乾燥子実)
2 15%水和剤

500倍散布
150L/10a,100L/10a 旦回

14,21,30日 圃場A:0.03(3回 、21日 )

圃場B:く0,03(3回、19日 )

E]場芳A:〈0.004/く0.006/0 015/く 0 004/く0.004/―

圃場B:く 0.004/く0.006/く0.011/く 0.004/く0.004/―19,26,35日

らつかせい
(乾燥子実)

°
2 15%水和剤

500倍散布
150L/10a,100L/10a 旦回

14,21日
圃場A:く0.03

圃場B:〈0.03

匠調場計A:〈0.004/〈0 006/く0.011/― /― /―

履]場語B: く0.004/く0.006/く 0,011/― /― /―

茶
(荒茶)

2 15%水和剤
1000倍散布
200L/10a 2回 14,21日

圃場A

圃場B:9.54

圃易ヽ :9.90/0.88/― /0.1ち /0.o4/―

圃場B:8.25/1126/く 0.03/0.06/0.20/―

茶
(浸出液)

15%水和剤
1000倍散布
200L/10a 2回 14,21日

圃場 A

園場B:1.17

E諷場みA:0.12/0.84/0105/く 0.02/0.02/―

臓]場雰B:0.16/0 93/0.08/〈 0.02/0.03/―

茶
慾

2 15%水和剤
1000倍散布
200L/10a 2回 14,21日

圃場A:10.7

圃場B:5.69

Eヨ場計A: 8.71/1.61/0.41/― /―/―

Eヨツ語B: 4.86/0.58/0.25/― /―/―

茶
(浸出液)

15%水和斉1
1000倍散布
200L/10a 2回 14,21日

圃場A:1.67

圃場B:0.96

履ヨ場芳A:0.08/1.29/0.30/― /=/―

E]場語B:0.08/0 65/0.23/=/― /―

あんず
(果実)

15%水和斉
2000倍散布
300L/10a 2回

ヱ,21日 圃場A:0.21

回場B10.19

Eヨ場所A:0.166/0.030/く 0.011/― /―/―

圃場B:0146/0.030/0.015/― /― /「1,12,21日

あんず
(果実)

15%水和剤
1000倍散布
300L/10a 2回

ヱ,21日 圃場A:0.58

圃場B:0.27(2回 、 21日 )

Eヨ場矛A:0.500/0 061/0:018/1/― /―

匠罰場語B: 0.195/0.o41/0 030/― /―/―7,14,21日



農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量

注)(ppm)
各化合物の残留量 (ppm)

【イミベンコナゾール本体/代謝物S3/代謝物S10+S15/
イや調+4吻 SR1/イや訪十JttS5,/イ t罰寸物 sR,1剤型 使用量・使用方法 回数 経過 日数

あんず
(果実)

1 15%水和剤
1000倍散布
300L/10a 2回 z,21,44,61日 圃場A:0.8o E]場訪A:0 774/0.058/0.OoO/― /― /―

あんず
(果実)

2 30%水和剤
4000倍散布
500L/10a,400L/10a 2回

ヱ,14,21日 圃場A:0.95(2回 、21日 )

圃場B:0.53

E]場矛A: 0.747/0.134/0.064/― /― /―

圃場B:0.458/0.049/0.025/― /―/―ェ,13,20日

だいず
(乾燥子実)

D75%粉剤 4kg/10a散布 2回
2θ ,42,56日 圃場A:0.08(2回 、42日 )

圃場B:く0.06(2回 、23日 )(#)

圃場A:く 0,01/く 0.02/0.05/=/― /「

Eヨ場芽B: く0.01/く 0 02/く 0.03/―/― /―2θ ,37,51日

だいず
(乾燥子実)

30%水和剤
24倍無人ヘリ散布
0.8L/10a 2回

2θ ,42,55日 圃場みA:く 0.06 (2回 、 28日 )(1)

圃場B:く0.06(2回、28日 )(#)

E]場諄A:く 0.01/く0.02/く 0.03/― /―/―

臓]場みB: く0.01/〈 0.02/く 0.03/―/― /―′θ,42,56日

だいず
(乾燥子実)

1 30%水和剤
3000倍散布
150L/10a 2回 28,42日 圃場A:0.07(2回 、28日 )(#) E]場雰A: 0.02/く 0.02/〈 0.03/― /―/―

だいず
(乾燥子寒)

l 30%水和斉
3000倍散布
200L/10a 2回 28,42日 圃場A10.p6(2回 、42日 )(#) Eヨ場粛A: く0.01/く 0.02/0.03/・ /―/―

１
“
Ｎ
ｌ

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

注)最大残留量 :当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験 (いわゆる最大使用条件下の作物残留試験)を実施

k参勇サ軍段?馨繁な角7:絆争鎮冨言葉基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」)                      .
ω これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない条件を斜体で示

した。



患薬名    イミベンコナゾール

平成17年 11月 29日 厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。
($にれらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。
(#たれらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。

(男嗜糸氏2)

農産物名
基準値
案
基準値
現行

登録
有無

1若果 準 4百

作物残留試験成績
断酢
ｍ

外 国

基準値

大豆
小豆類
えんどう
そらまめ
らつかせい
その他の豆類

0. 3

01
1判 10■

○

○

0108,〈 0061■ p/く 0 06CII),

く006(→
/0.07(→ /0.06(■ )

003,〈 003/く003,〈 003

すいか

メロン類果実
まくわうり

0.3

05
1

1

○

○

0.03,0.03/008($),003

009,009/020(3),010

みかん

なつみかんの果実全体
レモン

オレンジ(ネープルオレンジを含む)
グレープフアレーツ

ライム

その他のかんきつ類果実

l

l

1

l

1

1

1 ○

○
○
○

○
○

○

003,004/003,0.03

029,015/0330),041(IIp($)

0 10,0_12/038($), 032(#)

(ゆず)

りんご

日本なし

西洋なし
マルメロ

びわ

1

:`

1

1

1

ゴ拓

○

○
○

005,021/020,041(S)

009(IIn,007/008,012

日本なし参照

もも
ネクタリン

あんず(アプリコントを含む)
すもも(プルーンを含む)

うめ
おうとう(チ リーーを含い )

１”一̈審̈　２”

○
　
　
○
　
　
○

0.16,003/020,006
/024(3),018/0.12,008

021,0.19/0.58,027
/086/095(3),0.53

007(→ ,039/0.16(#),004
/0670)($),007

いちご
ラズベリー
ブラックベリー
ブルーベリー
クランベリー
ハックルベリー
そ の rllのベ リー 網 果 室

ぶどう
ハ、姜 %爛

○

く003,0.31(1)/076,0.31
/043,043/0.46(#),032
/124鰤 ),077(■ )/2.57($),167
/098,1.60,093

バナナ
キウイー
ノくノくイヤ  ,
アボカド
パイナップル

グアバ

マンゴー
パッションフルーツ

なつめやし

その他の果実

茶 1

108,954/10.7,569(荒 茶),
101,1.17/167.096(浸 出液〕

その他のスパイス ○
084,155($)/086,107
イみ がス′異 時ヽ

-13-



食品群
基準値案

(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～ 6歳 )
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者

(65歳以上 )
TMDI

大 百 16.8 ０

一

７

一

らつかせ い 0 0 0.0 0 1

すいか 0 0 0 0.0

メロン類果実 0.2 0 2 0.05 0 2

み か ス 0.2 8.3 7
一^一́

″́一
　．

９

・

８

一

５

一

だら万がん1め稟嚢苓体 1 0 １

一

０

一
1

レモ ン 1 0.31 0 2 ３

一

０

一

茅ジジジ
~1`烹
ニプラう′矛レ

~ジ

ジを否む:) . 1 ０

．
一

0 6 0 2

グ レー プ フル ツ 1 4 2.1 ０

一

８

一

ライ ム 1 0.1 0 ０

一
0 l

一実
一一墾
一
一つ
一

一き

〓藝
一炒
一一いる薦

1

1

0.4 0 0.1 0 6

35.3 30.0 ３５

一

６

一

日大 な 1 1.5 l 3 1.6 1 5

難 二L=_______
千、|、

・

０

一
０

・
．

０

・
一
〇

3

4

0.03

2.0

０

〓

３

一一
１

テ
~ラ
ン「
~7テ
・プリ
~ゴ

リ
.ド
を蒼むl~) 0.2 0 0.2 0 2

一　
マ
フ
〓

一“一夏一本

2.2 2.8 3 2

2910 ０

一

‐９

一
0

45.0 0 52.5 5

その Fth`のスパイス 0=3 0.3 0

計 ___ 141 71    100.9: 123 8 152.C

ADI比 (%) 27 65.21     22

TMDI:理論最大 1日 摂取量 (Theoretical Maximum Daily lntake)

.(別
紙 3)

イミベンコナゾニル推定摂取量 (単位 :μ g/人/day)

-14-



(参考)

これまでの経緯

平成  6年  4月  6日 初回農薬登録
平成 8年  9月  2日 残留農薬基準告示
平成 17年 11月 29日 残留農薬基準告示
平成 19年  3月  5日  厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請

平成 19年 3月  8日  食品安全委員会 (要請事項説明)
平成 19年  7月 23日  第 6回農薬専門調査会確認評価第二部会
平成 19年 11月  7日  第 30回農薬専門調査会幹事会
平成 19年 11月 15日 食品安全委員会 (報告)
平成 19年 11月 15日 食品安全委員会における食品健康影響評価 (案)の公表
平成 19年 12月 20日  食品安全委員会 (報告 )
平成 19年 12月 20日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知

平成 22年  3月 23日  薬事 。食品衛生審議会への諮問
平成 22年  5月 11日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

[委員]        .
青木 宙    東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授     ヽ

生方 公子   北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授
○大野 泰雄    国立医薬品食品衛生研究所副所長
尾崎 博    東京大学大学院農学生命科学研究科教授
加藤 保博    財団法人残留農薬研究所理事          :
斉藤 貢一    星薬科大学薬品分析化学教室准教授
佐々木 久美子  元国立医薬品食品衛生研究所食品部第二室長
佐藤 清    財団法人残留農薬研究所化学部部長
志賀 正和―  元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長
豊田 正武   実践女子大学生活科学部食生活科学科教授
永山 敏寛   東京都健康安全研究センタニ医薬品部長
松田 りえ子  国立医薬品食品衛生研究所食品部長
山内 明子    日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部長
山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授
吉池 信男   青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授
由田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科教授
鰐渕 英機    大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授

(○ :部会長 )
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ノヽ ン コ

食品名
残留基準値

大豆 0.3

らつかせい

すいか
メロン類果実

0.1

0.3

0.5

か ん

なつみかんの果実全体
レモン

オレンジ(ネーブルオレンジを含む)
グレ‐プフルーツ

ライム

その他のかんきら類果実
(注 1)

0 2

りんご

日本なし

西洋なし

1

0.3

0.3

もも
あんず (アプリヨツトを含む。)
うめ

0.5

2

2

ぶどう 5

茶

その他のスパイスに"
3

答申 (案 )

ゾ

(注 1)「その他のかんきつ類果実」とは、
かんきつ類果実のうちtみかん、なつみ
かん、なつみかんの外果皮、なうみかん
の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの
をいう。

(注 2)「その他のスパイス」とは、スパイス
のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にん
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮
及びごまの種子以外のものをいう。
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